
[はじめに]
ここでは, リストの少年期, および生涯に

亘る慈善行為の他, ロマン派の音楽に関する

若干のエピソードなども述べる｡

[第二章：リストの少年期と, その後の
生涯に亘る慈善行為など]
[�] リストの少年期とベートーヴェン
リスト(���������, ��歳没)は, ハンガリー
のエステルハージ侯爵領のドボルヤーン(現在

のオーストリアのライディング) に生まれた｡

侯爵領のアイゼンシュタットの宮廷楽団で

は, かつてハイドンが楽長 (���������) を務
めていた｡

ドボルヤーンからヴィーンまでは, わずか�������である｡
歴史に名を残す音楽家は, ほぼ例外なく幼

少期より天才, 神童と言われているが, ����
年には神童リストの驚嘆すべき才能は知れわ

たり, ハンガリーの�人の貴族が, 奨学金を
出す事を決定した｡����年, 家族はヴィーンに引っ越した｡
リストは, ピアノをチェルニー (ベートー

ヴェン, フンメル, クレメンティの弟子) に

学び, 更に神聖ローマ皇帝, 兼オーストリア

皇帝であるハプスブルク家の宮廷楽長で, ヴィー

ン音楽界の重鎮のサリエリ (ベートーヴェン,

シューベルト,チェルニー,マイアベーアらの

師)に通奏低音(�����������≒�������������：
バロック音楽では通常, バス声部の旋律のみ

を提示｡ それに奏者が即興的に和音を付けて

演奏する), 譜読み, 歌唱法, 作曲等の音楽

理論を学んだ｡

リストに欠けていたのは, 幼少期からの学

校教育であった｡ 彼は長ずると, それらをサ

ロンを主催する女性作家達や, 多種の芸術家

達との交流, 読書などで克服した｡

二人の英才教育で, リストは短期間に長足

の進歩を遂げた｡����年, 作曲家で出版業者のディアベリは,
自作のワルツの主題による変奏曲を, ヴィー

ンとオーストリアの作曲家に公募し, ��人の
作曲家による大変奏曲集を作った (図��)｡
チェルニー, モーツァルト (息子), シュー

ベルト, フンメル, モシュレス, カルクブレ

ンナーらにまじり, ��歳のリスト少年の作品
も収められた｡ これは, ��人の��変奏にチェ
ルニーのコーダを含む大曲となった｡

ベートーヴェンも依頼されたが拒否｡ 然し

後年, 別に性格変奏を極めた��の変奏曲を書
いた｡ バッハの ｢ゴルドベルグ変奏曲｣ に習

い, 第��変奏は, メヌエットで終る｡����年�月��日, ��歳のリストは, ヴィー
ンの小ロドウテンザールで演奏会を開き, フ

ンメルの ｢ピアノ協奏曲第�番｣, モシュレス
の ｢ピアノとオーケストラのための変奏曲｣

などを演奏し, 聴衆を驚嘆させた｡

図��は, リストのコンサート・デビュー��
周年記念の����年の石版画の部分で, 演奏会
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場でベートーヴェンが, リストの額にキスし

た (��������) という有名な場面である｡
後年, リストによれば, 事実は演奏会前日

に, ベートーヴェンの無給秘書のシンドラー

に伴われたリスト親子が, ベートーヴェン宅

を訪れ (この事は, 会話帖に記載あり), ベー

トーヴェンのピアノ協奏曲第�番の第一楽章,
バッハの編曲の演奏後の事だと言う｡

チェルニーやシンドラーによれば, ���������年には, ベートーヴェンは聴覚をほぼ喪
失し, ラッパ型集音器 (図��) でも, 会話は
ほぼ不能で, 筆談だったとの事である｡

それでも, ベートーヴェンは, ����年には,
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図�� ディアベリのワルツの主題による変奏曲

ベートーヴェンの��変奏と��人の作曲家の��変奏とチェルニーのコーダ (壮大)
(������������������������○����)

図�� ����年のヴィーンでの��歳のリストの演奏会
有名なベートーヴェンの��������



ピアノ・ソナタ第��, ��番, ��年には ｢ディ
アベリのワルツの主題による��の変奏曲｣
｢荘厳ミサ曲｣, ��年には ｢交響曲第�番｣ を,
たて続けに書いている｡

シンドラーは,����年に筆談用会話帖 (���
冊) をベルリン王立図書館に売却した｡

[�] ドイツ・ロマン主義��歳のリストは, 前記のようにデビュー演
奏会で, フンメルのピアノ協奏曲を演奏した

が, フンメルの�,�番 (����年出版) は, ロ
マン派音楽の原型とも言われ, 特に�番は爛
熟した華麗な曲である｡

更に緩徐楽章の第�楽章は, ホルンの合奏
で始まり, その響きは, 田園やそこに広がる

森を連想させるような, 牧歌的ロマンを漂わ

せ, 後半のピアノは小川のせせらぎを感じさ

せる｡ ��歳のリストのこの曲の演奏の記憶が,
後年の ｢エステ荘の噴水, ����｣ を作曲させ
たのかもしれない (以上, 私見)｡ もちろん,

このリストの曲は, 印象派のラヴェル ｢水の

戯れ, ����｣, ドビュッシー ｢水に映る影 (水
の反映),����｣ に引き継がれる｡
フンメルも, もちろん神童で, �歳の時か
らモーツァルトの家に住み込み, ピアノ等を

師事し, その後, ハイドンやサリエルにも学

んだ｡ ハイドンの引退後は, エステルハージ

公の宮廷楽長, ����年よりヴァイマールの宮

廷楽長となり, ゲーテと並ぶ名声を得た｡

さて, ����年代後半から��年代前半は, 秩
序や理性よりも感情を重視する�������������, ｢疾風怒濤｣ の時代で, ゲーテ ｢若き

ウェルテルの悩み, ����｣ やシラー ｢群盗,����｣ らにより推進されたこの潮流は, やが
てロマン主義へと進展する｡

ロマン主義音楽は, オペラにより典型的に

表現される｡ ドイツ・オペラのロマン主義は,

ヴェーバーの ｢魔弾の射手, ����年初演｣ に
より確立された｡

この初演を, ホフマン, ハイネや��歳の早
熟の天才メンデルスゾーンも観ている｡

メンデルスゾーンは同年, ゲーテの前で演

奏している｡

ロマン派のドイツ・オペラの主題は, 幻想

的, 空想的, 神秘的な物語や伝説であり, キー

ワードは, 夜, 闇, 魔法, 魔女, 妖精, 森,

孤独, 夢, 情熱, 苦悩などである｡

メンデルスゾーンは,��歳で ｢真夏の夜の夢
の序曲, ����｣ を書き, ��歳の若さで死んだ｡
ベルリオーズは ｢幻想交響曲, ����｣ を作
曲した｡

後年, ヴァーグナーは, 伝説などを素材に,

音楽と劇を壮大に融合させた ｢楽劇｣ を完成

させる｡

[�] リストの慈善活動, 他
現代, 災害等に際して, 音楽家が慈善活動

を行う事は一般的であるが, その先駆的活動

は, リストにより推進された｡

(�) ����年からリストは, 雑誌������������������������������に, �回に亘り ｢芸

術家の立ち位置と社会的身分に関して｣ と

題する論文を連載し, 芸術家の地位向上を

訴えた｡

鹿児島市医報 第��巻第��号 (通巻���号) ����(令和�年)

[随筆・その他]

��

図�� ベートーヴェンの集音器
(ヴィーン楽友協会蔵)

(平野 昭著 ｢ベートーヴェン｣ 新潮文庫, 昭和��年)



この雑誌は, リストとシュレジンガーが,����年に創刊｡ 当時, フランスで最も重要
な音楽雑誌で, ����年まで続いた｡
(�) ����年, 祖国ハンガリーのペスト, ブダ
が大洪水にみまわれたが, リストはヴィー

ンで ｢ペストとブダの大洪水の被災者救済

のための義捐演奏会｣ を開き, 多額の寄付

を行った｡

リストは, 熱狂的な大観衆の中での演奏会

(ハイネは, ����年に, この熱狂を ｢リスト

マニア｣ と言う新造語で表現した) の多忙な

合間にも, 他の作曲家の作品のピアノの為の

｢トランスクリプション, パラフレーズ, ファ

ンタジー｣などと呼ばれる編曲を書き続け,そ

れを演奏会で演奏し,膨大な作品を世に広めた｡

例えば, 過小評価され (評価もされずに)埋

もれていたかもしれないシューベルトに関し

て,リストは,歌曲を中心に約��曲を編曲した｡
即ち�������年だけでも, ｢魔王｣ を含む��
の歌曲, ｢白鳥の歌｣ ��曲, ｢菩提樹｣ を含む
｢冬の旅｣ ��曲などである｡
シューベルトは, 仲間内では人気があった

が, 社会的名声を得る事はなかった｡

シューベルトは, ヴィーンに生まれ育った

が, ヴィーンで活躍し����年に死亡したベー
トーヴェンが, 本当にこの音楽家を知ったの

は, 死の約�カ月前になってからである｡ そ
れは, シンドラーが, 病気の慰めに手写した��曲を, ベートーヴェンに持参した時の事で
あった｡ 更に二人が始めて会ったのは, 何と,

死の�日前のことであった｡
シューベルトは, 翌��年に��歳で死亡した
が, ベートーヴェンの墓の隣に葬られ, ����
年, 共にヴィーン中央墓地に, 改葬された｡

この種の編曲は, ショパン, タールベルグ,

ブゾーニ, ラフマニノフなど, ほぼ全てのピ

アニストが行っている｡

ただリストの場合, 他に比して質量共に桁

違いであり, リストの能力の圧倒的高さを,

如実に示しており, 私共ピアノ音楽好きには,

非常な楽しみでもあるが, 一部の人の反感を

招く事にもなった｡
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図�� リストらの創刊した音楽雑誌����年のミラノ・スカラ座に関するリストの記事
(スカラ座の落成は����年｡ 柿落しはサリエリのオペラ
｢見い出されたエウローパ｣)

図�� リストの演奏に熱狂する観客
ハイネは, この熱狂を ｢リストマニア｣ と呼んだ｡
(����年のベルリンの雑誌より, �������������画)



リストは執筆活動も活発で, ����年だけで
も, タールベルグ, アルカン, シューマンな

どの作品に関する論文も書いている｡

(�) �������年には, ブダ, ペストで祖国の
音楽学校, 音楽協会, 目の不自由な人達の

為の演奏会を行った｡

この時には, 歴史に残る空前の大歓迎を

受け, 松明行列まで行われた｡

リストは, ハンガリーの国民的英雄であ

り続け, ����年, ハンガリー国王 (オース
トリア皇帝) フランツ・ヨーゼフ�世の許
可による, 新設のハンガリー王立音楽院の

総長となり, 多くの名ピアニストを育てた｡

(�) ����年, ハンブルクでオーケストラ・メ
ンバーの年金基金のための演奏会を開く｡

なお, 一人の演奏家のみで演奏会を開く,

｢リサイタル｣ は, ����年にリストが創始
した｡

(�) ����年, ベルリンで歴史的な��回の演奏
会を開いたが, �回は義捐演奏会で, 膨大
な演奏曲を暗譜で演奏したと言う｡ フリー

ドリヒ・ヴィルヘルム皇帝は, ほぼ全ての

演奏会に出席した (図��)｡
(�) ����年, ハンブルクで大火災が起ったが,�万�千フランの義捐金を贈った｡
(�) ����年, ドイツの芸術家達のレベルや生
活向上目的で ｢ヴァイマールのゲーテ基金

に関して｣ と題した, 詳細かつ具体的内容

の論文を発表｡

(�) ����年, 音楽家の支援などを目的に, フ
ランツ・ブレンデルと協力し, ｢全ドイツ
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音楽協会｣ を設立｡

(�) ����年, ピアノ演奏上の唯一のライバル,
タールベルグがナポリで亡くなった時には,

彼の彫像のための資金を贈った｡

(��) ����年ブダで, ��年ヴィーンで, ��年ペ
ストで義捐演奏会を開く｡

(��) ����年には, バッハの生誕地アイゼナッ
ハの, バッハ生誕���年記念碑建立に際し
て����ターラを寄付している｡
このようにリストは, 終生, 種々の目的の

慈善活動, 社会活動に努めたが, 同時代の音

楽家で, このように持続的活動をした者の話

は, 聞かない｡

[�] ボンのベートーヴェンの銅像建立と記念
演奏会

ベートーヴェン (���������) の銅像建立に
於るリストの社会貢献は, 最もよく知られた

エピソードである｡

ベートーヴェンの生誕地ボンの楽聖生誕��
周年記念の像の建立は, 多くの人々の希望で

あった｡

記念碑のためのボン協会は, 独, 仏, 英の

楽譜出版者など, 各国に資金調達を依頼した｡

掛け声は大きかったが, 調達は難航した｡

英では, ベートーヴェンの友人のスマート

卿, モシュレスらが, 交響曲第�番の支援演
奏会を開いたが, 観客は集まらなかった｡

仏では, ケルビーニが演奏会を開こうとし

たが不成功｡ パリでは, リストはベルリオー

ズ指揮で, ピアノ協奏曲第�番 ｢皇帝｣ の演

奏, ヴァイオリニストのマサールとの ｢クロ

イツェル・ソナタ｣ の共演等を行った｡

然しながら, 例えば����年までの仏の寄付
は, 僅か���フランであった｡
これを知ったリストは, ����年の初めに個
人的に, �万フランを贈った他, 資金の多く
を調達した｡

像の除幕式は, ����年�月��日に決定した
が, 式の最大のイベントである演奏会の会場

が, ボンには無い事が判明した｡ 式典の開催

にまたもやピンチが生じた｡

式典会場建設資金が集まらない事を知った

リストが, 簡易ではあるが, �����人収容の
会場の全建設費用を寄付すると言う事で, 期

日ぎりぎりで会場が完成したのである｡

リストがいなければ, この計画はうまくい

かなかっただろうと言われている｡

この式典のため, リストは ｢ボンのベートー

ヴェンの記念碑除幕式の為の祝典カンタータ

(ベートーヴェン・カンタータ)｣ を作曲｡

シューマンは ｢フロレスタンとエウゼビオ

スによるベートーヴェン記念碑のためのピア

ノフォルテの為の大ソナタ｣ を作曲したが,

出版できなかった｡

そこで修正し, ����年に ｢幻想曲ハ長調｣
として, リストへの献辞を添えて, 出版にこ

ぎつけた｡ これは, 彼の代表作の一つになっ

た｡ リストは後年, その返礼に代表作 ｢ピア

ノソナタ口短調｣ をシューマンに献呈した｡

メンデルスゾーンも, よく知られるピアノ

の為の ｢厳格な変奏曲｣ を作曲した｡

(つづく)
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図�� ボンのベートーヴェン像の除幕式,����年
(��������������������������の木版画, ����年)


